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全国地域婦人団体連絡協議会について

１ 目的
本会は地域婦人団体の連絡協議機関としてその共通の目的である男女平等の推進、
青少年の健全育成、家庭生活並びに社会生活の刷新、高齢化社会への対応、地域社
会の福祉増進、世界平和の確立などの実現につとめることを目的とする

２ 設立時期
昭和27年（1952年）７月

３ 構成団体
48団体（47都道府県・１政令都市：2019年７月現在）
会長 岩田 繁子（富山県婦人会）

４ 環境分野の取組みなど
・ 家庭生活並びに社会生活の刷新として、生活の中での環境問題や消費者教育

に取り組む
・ お肌と環境に配慮した「ちふれ化粧品」の推進
・ 今回のテーマである「プラスチック削減の取組み」をはじめ、食品ロスの削減、
省エネルギー・省資源対策など多岐にわたる取組みを実施

環境保全が含まれる！



団体のプラスチック削減事例１

～ちふれ化粧品を通じた「詰め替え」の普及～

地婦連（ちふれん）から名前をとって
名付けられた「ちふれ化粧品」

（現ブランド名：ちふれ）

今ではあたりまえになった詰め替え化粧品。

実は1974年の６月25日に、ちふれが「日本でいち早く」はじめた

ものでした。

オイルショックで原料や資源が不足し、物価が高騰していた当時、

「限りある資源を大切にしたい」「品質を落とすことなく手に入れやすい価格のままにしたい」

という想いで取り組みました。

私たちは、何気なく手に取る化粧品を通じて、「詰め替え」を進め、環境のためにできることを

かたちにしています。

○ ファンデーションや口紅、化粧水など43の商品に「詰め替え用」をご用意
○ このほか、省資源を重視し、シュリンク包装を積極的に採用するなど、包装の削減にも努めている
○ 可能な限りバイオマスプラスチックを採用

プラ削減：年間309トン



団体のプラスチック削減事例２

～研究会等を通じたプラスチック削減対策の情報共有等～

全国地域婦人団体研究会やブロック別会議等での

プラスチック削減の取組みの情報交換や発信

67回を数える全国のメンバーが集まる研究会や毎年のブロック会議な

どで、傘下団体間での３Ｒの取組みについて情報交換し、発信。

平成初頭から、リサイクル問題について、行政や事業者団体とも情報

交換しながら、消費者向けガイドブックの作成等に取り組んでいます。

（左記は「全地婦連50年のあゆみ」からの抜粋）

レジ袋削減の取組み

２００７年には他団体と連携し、「レジ袋減らし隊！」と冠した取り組みを全国で実施し、

約１億８,０００枚を削減。その他、傘下団体独自の取組みも進めています。

原油という限りある資源を大切に使う気持ちはとても大切なものであり、地域住民の主体的な足元を

みつめた取り組みのもつ意義を再確認しています。



傘下団体のプラスチック削減事例１ ～東京都地域婦人団体連盟～
～奈良県地域婦人団体連絡協議会～

〇 昭和４７ （１９７２）年から継続している「ムダな包装追放運動」
なかでも「ふろしき持参運動」はもったいないだけでなく、開始当初の高度

経済成長期に環境悪化を招いた、東京湾夢の島「ゴミ埋め立て」問題への
消費者運動でもありました。

〇 小池都知事による環境大臣時代（２００６年）の「もったいないふろしき」パフォーマンス
東京地婦連が長年継続してきた「ふろしき持参」の取組みは、エシカル（倫理的）な消費の

先駆けとも言えます。

「ムダな包装追放運動」の展開（東京都）

クリーン作戦（奈良県）

〇 「わがふる里を美しく、豊かに」を合言葉に環境美化
活動に取り組んでいます。
例えば、自然環境美化と環境意識の向上を目的に

成ヶ島※クリーン作戦を実施しています。
（※淡路島の洲本市由良港から近い紀淡海峡にある無人島で、瀬戸内海国立公園の中に位置）

〇 約１時間で、軽トラックいっぱいのごみ量を回収。地元の方から、近県のゴルフ場のボール、
フィリピンからの漂着物もあると聞き、この島が海域のフィルター役をしていることを実感しました。

〇 水にも溶けず土にもかえらない石油製品について、私たちにできる身近な３Ｒで環境と経済が
両立した循環型社会を目指すこと、次世代に残す大きな課題であることを確認・啓発しました。



〇 これまで焼却されていたペットボトルキャップの回収を進めています。

〇 例えば北栄町婦人会では、Ｈ18年から回収ボックスを町内１６か所

に設置し、再生利用しています。

〇 このほか、環境ベント等で「もったいない」をテーマとした寸劇などを

通じた環境教育も行っています。

ペットボトルキャップ回収運動（鳥取県）

傘下団体のプラスチック削減事例２ ～鳥取県連合婦人会～
～群馬県地域婦人団体連合会～

簡易包装や詰め替え商品等の普及啓発（群馬県）

年間42,000個、約１トンを回収

〇 行政や関係団体と連携して、「簡易な包装の商品を選ぼう！」

「詰め替え商品やリサイクルされた商品を選ぼう！」を合言葉に、

環境にやさしい買い物を啓発しています。

〇 スーパーやドラッグストア等の店頭に立ってのチラシ配布など、消費者の皆さんに直接

呼びかけを行っています。



傘下団体のプラスチック削減事例３ ～富山県婦人会～

S60年代～ マイバッグ持参運動を展開
マイバッグ持参率10～20％にとどまる

H19 富山県庁に、レジ袋削減のための事業者との協議の場の設置を要請
富山県レジ袋削減推進協議会（消費者団体・事業者・行政により組織）
において、削減方策を検討

レジ袋無料配布廃止（有料化）を決定

H20.４ 富山県内全域でレジ袋無料配布廃止スタート（全国初）
取組み事業者数 H20：28社 208店舗 R2：52社 508店舗
マイバッグ持参率 H20：92％ H30：95％

R2年7月には、この取組みを参考に全国一律の有料化義務化がスタート！！

H20年4月 レジ袋無料配布廃止の啓発 R2年１月 小泉環境大臣訪問買い物マナーの啓発



傘下団体のプラスチック削減事例４ ～富山県婦人会～

H25 協議会を改組して「とやまエコ・ストア連絡協議会」を設立し
「とやまエコ・ストア制度」を立ち上げ
レジ袋無料配布廃止に加え、店頭での資源回収などに
取り組む事業者を応援。団体は登録審査などを担当しています。

[とやまエコ・ストア制度の概要]

※ 富山県の資料より転載 お店での現地確認

取組み事業者数
H25：53社 511店舗 R2：72社 1,077店舗

資源回収量
H25： １，７６８ トン （うちプラ ９６９ トン）

H30： ３，５０６ トン （うちプラ １，７２８ トン）

お店での資源回収の様子

シンボルマーク「エコぼうや」

【トレイ】 【古着】 【その他】

ハンガー プランター ペットボトル

スーパー 衣料品店 クリーニング店 花屋 酒屋

資源物の店頭回収



傘下団体のプラスチック削減事例５ ～富山県婦人会～

とやまエコ・ストア連絡協議会として、日常生活で多く排出している食品トレイについてスーパー等の
事業者におけるノートレイや紙トレイなどへの転換を検討中です。
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〈紙主体トレイ〉
出典:㈱環境総合研究所HP

（https://ecobioplastics.jp/）

〈紙トレイ〉 〈バイオマスプラトレイ〉
出典:㈱朝日化成HP

（http://www.kk-asahi-kasei.co.jp/）

転
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削減・転換のイメージ

消費者540名及び食品スーパーへアンケート調査を実施
消費者
・ ９割以上の人が、主な野菜、果物はノートレイでもよいと回答
・ 約７割の人が、プラトレイの転換に伴う負担増（５～10円程
度）に協力できると回答
食品スーパー
・ 野菜、果物については、プラトレイ以外での提供も可能
・ 肉・魚介類などプラトレイ以外での提供が難しいものもある
⇒ ◎ 野菜、果物のノートレイ商品を一層普及していく

◎ 肉・魚介類、惣菜などの代替トレイへの転換を進める

① チェンジ・トレイ実証モデル事業
・ スーパー等でプラトレイの削減・転換のモデル事業を実施
・ 削減効果、消費者の反応などを検証し、結果を事例集として取りまとめ

② 事業展開の検討
モデル事業で判明した課題の解決策や他店へ展開する方策をとやま
エコ・ストア連絡協議会で検討

③ モデル事業を通じた啓発事業
イベント等を通じ、事業者や消費者へのトレイ削減・転換の必要性を周知

Ｒ元年度 ～実態把握～

Ｒ２年度（予定） ～モデル実証～

○家庭にあふれるトレイをどうにかしたい！
○リサイクルより一歩進んでプラスチックの
“排出削減やエコ化転換”をしたい！

プラスチックトレイ削減・転換へ

◎ レジ袋削減や資源回収促進など、足元からの取組みをきっかけに
消費者の「ライフスタイル変革」は進むと考えています。




